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２
月
定
例
市
会
は
、
平
成
17
年
度
京

都
市
予
算
案
や
国
民
健
康
保
険
料
の
改

定
、
敬
老
乗
車
証
の
一
部
負
担
を
求
め

る
為
の
条
例
案
、
ま
た
、
み
や
こ
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
条
例
案
な
ど

計
２
１
８
議
案
を
可
決
し
、
３
月
18
日

閉
会
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
約
６
、
９
０
２
億

円
、
前
年
度
比
5.3
％
増
で
２
年
連
続
の

プ
ラ
ス
予
算
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

税
収
が
４
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
こ
と
や

予
想
さ
れ
た
財
源
不
足
も
人
件
費
の
抑

制
な
ど
で
一
定
の
歯
止
め
が
か
か
り
、

実
質
は
、
中
小
企
業
向
け
の
低
金
利
融

資
預
託
金
と
生
活
保
護
費
、
ま
た
合
併

し
た
京
北
町
関
連
増
加
分
を
除
く
と
0.5

％
と
な
り
、
ほ
ぼ
昨
年
並
の
厳
し
い
予

算
で
す
。
そ
の
中
で
、
財
政
健
全
化
を

し
っ
か
り
見
据
え
、
１
７
８
項
目
の
新

規
政
策
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
大
い

に
評
価
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
特
に

市
民
生
活
に
密
着
し
た
敬
老
乗
車
証
の

一
部
負
担
導
入
、
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
料
の
改
定
は
大
変
議
論
に
な
り
ま
し

た
。

　

敬
老
乗
車
証
制
度
は
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
大
き
く

寄
与
し
て
き
た
重
要
な
施
策
で
あ
り
、

日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
為
に
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
た
方
へ
の
感
謝
の
念
を
持
っ
て
、

色
々
な
意
味
で
厚
遇
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
制
度
を
少
子
長
寿
社
会

の
中
で
維
持
す
る
為
に
、
所
得
に
応
じ

て
費
用
の
一
部
負
担
が
ど
う
し
て
も
必

要
と
な
り
、
７
割
の
方
が
月
額
２
５
０

円
の
負
担
、
生
活
保
護
世
帯
や
老
齢
福

祉
年
金
受
給
者
は
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
制
度
で
す
が
、

被
保
険
者
は
高
齢
者
と
経
済
的
困
窮
者

の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
他
の
健
康
保

険
制
度
と
比
べ
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
制
度
が
根
本
的
に
崩
壊
し
つ
つ

あ
る
状
態
で
す
。
現
在
、
京
都
市
の
国

民
健
康
保
険
が
抱
え
て
い
る
累
積
赤
字

１
０
８
億
円
や
、
中
間
所
得
者
層
に
負

担
が
集
中
し
て
い
る
状
況
は
、
拱
手
傍

観
し
て
い
れ
ば
将
来
、
安
心
し
て
医
療

を
受
け
て
も
ら
う
事
が
極
め
て
困
難
に

な
る
と
判
断
し
ま
す
。
年
々
非
課
税
世

帯
が
増
え
て
い
る
現
状
で
は
、中
間
所
得

者
層
の
負
担

が
一
層
厳
し

く
な
る
為
、

広
く
薄
く
、

で
き
る
だ
け

多
く
の
市
民

の
負
担
の
公

平
化
を
図
る

事
か
ら
、
今

回
の
改
定
で
、

市
府
民
税
額

を
も
と
に
算

定
し
て
い
る

所
得
割
の
保

険
料
が
、
所
得
に
比
例
し
て
算
定
す
る

方
式
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
こ
の
方
式

で
は
、
市
府
民
税
非
課
税
の
方
の
中
に
も
、

所
得
割
保
険
料
を
ご
負
担
い
た
だ
く
ケ

ー
ス
が
発
生
し
ま
す
が
、17
、
18
年
度
の

２
年
間
は
、
経
過
措
置
と
し
て
３
割
減

額
さ
れ
ま
す
。
そ
の
対
象
者
は
申
請
が

必
要
で
し
た
が
、
自
民
党
議
員
団
の
提

案
で
対
象
者
の
適
応
漏
れ
を
生
じ
さ
せ

な
い
為
、
ま
た
、
対
象
世
帯
が
多
く
、

申
請
時
の
混
乱
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、減

額
の
一
律
適
用
を
求
め
、実
現
さ
れ
ま
し

た
。

　

選
択
と
集
中
の
中
、
将
来
を
し
っ
か

り
と
洞
察
し
持
続
可
能
な
安
定
し
た
行

財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
厳

し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
貢

献
出
来
て
い
る
か
、
自
民
党
京
都
市
会

議
員
団
は
、
し
っ
か
り
見
極
め
て
参
り

ま
す
。
頑
張
り
ま
す
。

市
民
の
負
担
増

将
来
見
極
め
て

議
員
報
酬
削
減
を
継
続

17年度京都市予算

社会福祉費
　児童福祉� 518.41
　生活保護� 683.39
　障害者福祉� 255.35
　高齢者福祉� 360.90

保健衛生費　　　
　保健対策（母子・成人等）
� 71.57
　環境保全・ごみ減量化
� 27.17
　ごみ処理� 202.11

産業経済費
　商工業振興� 37.96
　中小企業金融対策� 475.15
　観光振興�  5.93
　農林業振興� 15.82

給与費
　職員給料� 523.89
　職員手当� 493.50
　職員共済費� 194.57

扶助費　
　保育所� 214.96
　生活保護� 675.89
　障害者福祉関係� 200.08
　高齢者福祉関係� 28.10
　児童手当� 59.62
　就学援助� 10.73

物件費その他
　小中学校管理費�  60.43
　公共施設維持補修� 88.56
　中小企業金融対策�　477.15
　税務事務� 26.65
　児童育成施設� 23.99
　クリーンセンター運営
�  25.87

普通建設事業費
　社会福祉施設等� 31.07
　道路・街路� 341.92
　公　園� 19.04
　市営住宅�  8.19
　学　校� 137.53
　区画整理� 29.27

公債費
　元　金� 582.57
　利　子� 256.71

繰出金
　国民健康保険� 154.06
　介護保険� 126.88
　公営企業
　　　病　院� 25.62
　　　上下水�  365.49
　　　交　通� 211.88

都市建設費
　道路整備・管理� 375.11
　公園整備・管理� 33.23
　住宅整備・管理� 115.93
　区画整理� 30.59
　地下鉄建設出資金等
� 123.14
　公共下水雨水処理負担金
� 206.46

教育文化費費
　学校教育� 515.45
　生涯学習� 18.22
　芸術文化振興� 32.31

総務費その他
　議会運営� 6.29
　市庁舎管理� 6.70
　区庁舎管理� 8.74

公債費
　元　金� 582.57
　利　子� 126.88

消費的経費（59.6%）

投資的経費（13.4%）

一般会計歳出予算の内訳と詳細

No.11

経費性質別
6,901億6000万円

給与費
1261.92

（18.3％）

扶助費
1381.45

（20.0％）

物件費その他
　　1467.05
　　（21.3％）

普通建設事業費
　　926.97
　　（13.4％）

災害復旧事業費
　　　　0.01
　　　（0.0％）

公債費
839.28

（12.2％）

繰出金
　1024.92
　　（14.8％）

行政目的別
6,901億6000万円

保健衛生費　　　
　　594.56
　　　（8.7％）　　都市建設費

1318.52
（19.1％）

教育文化費　　　
　629.98
　（9.1％）　　

公債費
　855.28
　（12.4％）

産業経済費
568.40

（8.2％）　　

消防費
285.04

（4.1％）

総務費その他
 　　　530.52
　　　　（7.7％）　　

一般
会計 5.3％増

一般会計歳入予算

市税　
2362.21

（34.2％）

その他の収入
 949.99

（13.8％）

府税交付金
その他
370.44

（5.3％）

使用手数料
220.22

（3.2％）

地方特例
交付金
83.89

（1.2％）

地方
交付税
904.04

（13.1％）

国・府
支出金
　　1184.70
　　　（17.2％）

市債
826.11

（12.0％）

歳入
6,901億6000万円

（単位　億円）

自
主
財
源

依
存
財
源

　

平
成
13
年
度
か
ら
続
い
て
い
る
議
員

報
酬
の
５
％
カ
ッ
ト
を
今
年
度
も
継
続

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

京
都
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
配
慮
し

て
議
員
が
自
主
的
に
行
な
っ
て
き
て
い

る
も
の
で
す
。
年
間
で
約
３
、
８
０
０

万
円
の
節
減
に
な
り
ま
す
。
も
う
し
ば

ら
く
の
辛
抱
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

何
と
言
っ
て
も
早
急
の
景
気
浮
揚
が
不

可
欠
で
す
。

制
度
の
持
続
の
た
め
に

制
度
の
持
続
の
た
め
に
敬
老
乗
車
証

健
康
保
険
料

敬
老
乗
車
証

健
康
保
険
料

社会福祉費
2119.30

（30.7％）

� （単位　億円）



自由民主党京都市会議員団ニュース第11号 平成17年4月6日（２）

古紙配合100％の再生紙と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

　

富
き
く
お
議
員
（
質
疑
）
市
長
は
か

ね
て
よ
り
「
ま
ち
づ
く
り
、
国
づ
く
り

の
基
本
は
人
づ
く
り
」
と
、
誰
も
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
、
す
こ

や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
「
子
育
て
支

援
の
先
進
都
市
」
を
め
ざ
す
と
宣
言
を

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
京
都
市
の
出

生
率
は
１
・
14
人
ま
で
低
下
し
、過
去

最
低
を
更
新
し
ま
し
た
が
、
少
子
化
対

策
に
即
効
性
の
あ
る
特
効
薬
は
な
く
、

思
い
き
っ
た
子
育
て
支
援
策
を
着
実
に

積
み
重
ね
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
保
育
所
と
学
童
保
育
所
の
待
機
児

童
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
17
年
度
予
算
に
お

い
て
約
10
億
４
千
万
円
を
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
本
当
に
待
機
児
童
ゼ
ロ
に

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

浅
野
明
美
子
育
て
支
援
政
策
監
（
答

弁
）
保
育
所
に
つ
い
て
は
３
５
０
名
の

待
機
児
童
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
３
カ

所
の
保
育
所
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、

既
存
保
育
所
の
増
設
等
に
よ
り
３
６
５

人
の
定
員
増
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
学

童
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
２
５
０
人
の

待
機
児
童
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

４
カ
所
の
新
設
、
４
カ
所
の
増
築
や
再

整
備
に
よ
り
、
４
０
０
人
の
受
入
児
童

の
増
加
を
図
り
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
実

現
す
る
た
め
の
施
設
整
備
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

　

富
き
く
お
議
員
（
質
疑
）
保
育
所
運

営
は
少
子
化
対
策
の
中
核
を
な
す
も
の

で
す
が
、
国
の
定
め
た
基
準
で
は
不
十

分
で
あ
り
、
従
来
か
ら
本
市
独
自
の
子

育
て
支
援
の
た
め
の
予
算
を
計
上
し
、

親
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
保
育
料
の
滞
納
世
帯
の
徴
収
方

法
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
福
祉
事
務
所

に
代
わ
り
、
保
育
所
が
徴
収
す
る
方
法

で
、
醍
醐
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
実
施

し
た
と
こ
ろ
徴
収
実
績
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
モ
デ
ル
地
区

を
早
急
に
全
市
に
拡
大
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

浅
野
明
美
子
育
て
支
援
政
策
監
（
答

弁
）
モ
デ
ル
地
区
で
の
徴
収
率
は
1.0
ポ

イ
ン
ト
の
上
昇
を
全
市
平
均
の
0.3
ポ
イ

ン
ト
を
上
回
り
、
確
か
な
効
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
ま
ず
17
年
度
は
全
市
の
半

数
の
７
区
・
支
所
に
拡
大
し
、18
年
度
に

は
全
市
展
開
を
図
り
、
当
面
の
目
標
で

あ
る
98
・
５
％
の
徴
収
率
達
成
に
向
け

て
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

富
き
く
お
議
員
（
質
疑
）
国
民
健
康

保
険
制
度
は
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
の

加
入
割
合
が
高
く
、
構
造
的
に
財
政
基

盤
が
脆
弱
で
、
今
や
制
度
そ
の
も
の
が

破
た
ん
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
本

市
で
は
１
０
８
億
円
の
赤
字
を
か
か
え
、

17
年
度
予
算
で
は
過
去
最
高
の
１
５
４

億
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ

る
予
定
で
す
。
今
回
保
険
料
の
改
定
が

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
景
気
低
迷
の
時

代
こ
そ
、
保
険
者
の
立
場
で
工
夫
を
こ

ら
し
、
保
険
料
の
増
加
を
抑
え
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
の
算
定
方
式

の
見
直
し
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

　

桝
本　

兼
市
長
（
答
弁
）　

所
得
割

保
険
料
の
算
定
方
式
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
府
市
民
税
を
基
礎
と
す
る
方
式

か
ら
、
所
得
に
比
例
す
る
方
式
へ
の
変

更
を
提
案
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
、

二
人
世
帯
で
年
間
所
得
３
０
０
万
円
の

自
営
業
世
帯
で
は
、
約
15
万
円
保
険
料

が
減
少
し
、
年
間
２
４
０
万
円
の
年
金

受
給
世
帯
で
は
、
約
５
万
円
増
加
す
る

と
試
算
し
て
い
ま
す
。
年
金
や
給
与
収

入
に
対
す
る
負
担
割
合
は
、
従
来
は
最

大
で
12
％
で
あ
っ
た
も
の
が
９
％
程
度

と
な
り
ま
す
。

　

富
き
く
お
議
員
（
質
疑
）
保
険
制
度

の
本
来
の
主
旨
で
あ
る
相
互
扶
助
の
考

え
方
に
よ
り
、
各
々
が
応
分
の
負
担
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
特
に
負

担
の
大
き
か
っ
た
中
間
所
得
者
層
の
負

担
を
軽
く
し
よ
う
と
す
る
見
直
し
で
あ

り
ま
す
が
、
ま
ず
、
市
民
の
方
々
に
京

都
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
が
お
か
れ

て
い
る
状
況
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
が

何
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
負
担
の
増
え
る
世
帯
に
対
し
て
は

配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

ど
う
取
り
組
ん
で
ゆ
か
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

桝
本　

兼
市
長
（
答
弁
）
最
高
限
度

額
に
達
す
る
所
得
も
、
３
０
０
万
円
か

ら
４
５
０
万
円
へ
と
大
き
く
引
き
上
が

り
、
広
く
薄
く
保
険
料
を
ご
負
担
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
制
度
運
営
の
安
定

化
と
と
も
に
、
所
得
割
保
険
料
が
集
中

し
て
い
る
中
間
所
得
者
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。
一
方
、
新
た
に
所
得
割
保

険
料
が
か
か
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
し
て
は
、
２
年
間
の
保
険
料
減
額
措

置
を
実
施
し
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
の

皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
「
市
民

し
ん
ぶ
ん
」
等
で
、
わ
か
り
や
す
い
広

報
に
努
め
る
と
と
も
に
、
問
い
合
わ
せ

や
相
談
に
窓
口
で
丁
寧
に
対
応
す
る
な

ど
万
全
を
期
し
て
参
り
ま
す
。

　

橋
村
芳
和
議
員
（
質
疑
）
敬
老
乗
車

証
制
度
に
対
す
る
基
本
的
認
識
や
、
今

回
の
一
部
負
担
の
導
入
に
当
た
っ
て
の

額
の
設
定
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
市

長
の
お
考
え
を
お
示
し
下
さ
い
。

　

桝
本　

兼
市
長
（
答
弁
）
敬
老
乗
車

証
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
生
き
が

い
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
介
護
予
防
に
大

き
く
寄
与
し
、
豊
か
な
長
寿
社
会
を
構

築
し
て
い
く
た
め
、
無
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
一
方
、
今
後
と
も
交
付

対
象
が
増
え
、
多
額
の
経
費
を
要
す
る

中
で
、
将
来
に
渡
っ
て
も
持
続
可
能
な

制
度
と
し
て
い
く
た
め
、
熟
慮
に
熟
慮

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の

改
正
案
は
、
慎
重
な
審
議
を
経
て
頂
戴

し
た
京
都
市
社
会
福
祉
審
議
会
の
答
申

や
、
全
体
の
６
割
の
方
が
見
直
し
す
べ

き
と
お
答
え
い
た
だ
い
た
昨
年
末
の
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
踏
ま
え
、
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
負
担

額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
え
ば
、
全
体

の
70
％
を
超
え
る
市
民
税
非
課
税
の
方

は
、
月
額
２
５
０
円
の
ご
負
担
で
市
バ

ス
・
地
下
鉄
全
線
を
い
つ
で
も
利
用
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

市
バ
ス
が
運
行
し
て
い
な
い
地
域
に
お

け
る
民
営
バ
ス
と
市
バ
ス
・
地
下
鉄
敬

老
乗
車
証
の
重
複
交
付
も
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
市
会
の
承
認
を
得
た
上
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
説
明
責
任
を
し
っ
か
り
と
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 　

橋
村
芳
和
議
員
（
質
疑
）
地
域
防
災

の
要
で
あ
る
消
防
団
を
、
よ
り
一
層
魅

力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
斬
新
で
特
色
あ
る
活

動
を
展
開
し
、
消
防
団
の
充
実
強
化
・

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
し
進

め
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
お

考
え
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

森
澤
正
一
消
防
局
長
（
答
弁
）
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
消
防
団
活
動
は
、

非
常
に
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
活
動
事
例
集

や
ビ
デ
オ
の
作
成
、
更
に
は
報
道
機
関

へ
の
情
報
提
供
な
ど
キ
メ
細
か
い
特
色

あ
る
消
防
団
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
各
消
防
団
の
情
報
連

絡
体
制
の
確
保
に
向
け
、
全
消
防
分
団

に
消
防
無
線
の
配
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
平
成
17
年
度
か
ら
は
広
大
な
山

間
部
を
管
轄
し
て
い
る
消
防
分
団
の
機

動
力
を
高
め
る
た
め
、
消
防
車
両
の
配

備
を
行
う
な
ど
地
域
特
性
に
応
じ
た
装

備
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
消
防
団
と
消
防
署
が
連
携
し
、

よ
り
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
魅
力
あ
る

消
防
団
活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

(

橋
村
議
員
質
疑
３
面
に
続
く
）

富
き
く
お
議
員
（
山
科
区
）

橋
村
芳
和
議
員
（
伏
見
区
）

消
防
団
の
充
実
強
化

負
担
増
に
ど
う
対
応

国
保
料
の
算
定
方
式

徴
収
モ
デ
ル
地
区
拡
大

無
く
て
は
な
ら
な
い

一
部
負
担
の
理
解
を
求
め

敬
老
乗
車
証
制
度
を
持
続

敬
老
乗
車
証
制
度
を
持
続

敬
老
乗
車
証
制
度
を
持
続

子
育
て
支
援
策
着
実
に

子
育
て
支
援
策
着
実
に

子
育
て
支
援
策
着
実
に

待機児童に対応、３カ所の新設と既存保育所の定員増が図られる

保育所待機ゼロ実現
　　2月24日開かれた2月市会本会議、

自民党３議員の代表質疑項目は次の
通り。

富きくお議員
・学校の危機管理意識と危機管理体

制
・平成１７年度予算編成
・京北町との合併
・子育て支援
・国民健康保険
・中小企業対策
・道路・下水道・側溝などの維持管理
・地下鉄延伸工事の経費縮減
・市バス路線のモデル実施

橋村芳和議員
・京都へのサミット誘致の取り組み
・サッカースタジアムの建設
・敬老乗車証制度の改正と「醍醐コミュ

ニティバス」
・阪神・淡路大震災から十年を迎え、

京都市の取り組みの総括
・文化財の防火対策
・消防団の充実強化の取り組み
・京北町域の森林保全対策
・防災と環境に配慮した河川管理
・京都市の危機管理体制と国民保護

法
・地域の安心安全ネットワーク形成

事業
・伏見区総合庁舎の整備と中心市街

地のまちづくり

中村三之助議員
・温室効果ガス削減目標に向けた実

行策
・環境教育の充実強化
・地域の情報伝達社会システムの構

築及び地域調整官の設置
・伝統産業活性化条例の制定
・伝統産業振興と「伝統産業の日」事

業の充実
・宇多野ユースホステルの改築
・色覚バリアフリー対策
・上京総合庁舎建設
・京都市歌の活用

2月市会代表質疑項目
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中
村
三
之
助
議
員
（
質
疑
）
今
世
紀

最
大
の
課
題
は
世
界
的
規
模
で
は
地
球

環
境
問
題
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
い
て

は
、
教
育
再
建
で
あ
る
と
以
前
か
ら
申

し
て
参
り
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目

標
を
定
め
た
京
都
議
定
書
が
発
効
さ
れ

た
今
、
京
都
市
と
し
て
こ
の
削
減
目
標

に
向
け
た
決
意
と
実
効
策
は
ど
う
お
考

え
な
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

桝
本　

兼
市
長
（
答
弁
）
今
後
、
京

都
市
温
暖
化
対
策
条
例
に
基
づ
き
、
具

体
的
な
対
策
を
定
め
る
「
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
」
を
策
定
す
る
と
共
に
、
こ

の
４
月
に
は
私
自
ら
が
先
頭
に
立
つ
全

局
・
区
を
挙
げ
た
新
た
な
推
進
体
制
で

あ
る
「
京
都
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

本
部
」
を
設
置
し
、
全
庁
を
挙
げ
て
強

力
に
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

私
は
議
定
書
誕
生
の
地
の
市
長
と
し
て
、

何
と
し
て
で
も
温
室
効
果
ガ
ス
10
％
削

減
を
達
成
す
る
と
の
、
不
退
転
の
決
意

を
も
っ
て
市
民
、
市
民
団
体
、
事
業
者

の
皆
様
と
と
も
に
、
世
界
に
誇
る
「
環

境
共
生
型
都
市
・
京
都
」
を
築
い
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

中
村
三
之
助
議
員
（
質
疑
）
伝
統
産

業
は
、
「
景
観
・
文
化
・
観
光
」
の
い

ず
れ
に
も
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
活
性
化
は
特
別
の
意
味
を
持
つ
も

の
と
考
え
ま
す
。
春
分
の
日
に
制
定
さ

れ
た
「
伝
統
産
業
の
日
」
事
業
は
、
私

が
４
年
前
の
本
会
議
に
お
い
て
、
町
中

が
着
物
姿
で
一
杯
と
い
う
風
情
を
意
図

的
に
作
り
出
す
事
業
を
し
て
は
と
提
案

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
実
現
し
た
事

業
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
で
３
回
目
を

迎
え
ま
す
。
今
回
の
観
光
・
和
装
業
界

と
の
連
携
、
Ｐ
Ｒ
活
動
、
地
下
鉄
・
市

バ
ス
の
無
料
乗
車
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

一
層
充
実
さ
れ
る
取
り
組
み
と
今
後
の

展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

桝
本　

兼
市
長
（
答
弁
）
今
年
度
は
、

き
も
の
着
用
者
の
二
条
城
な
ど
無
料
入

場
事
業
の
対
象
施
設
を
倍
増
す
る
と
と

も
に
、
市
バ
ス
、
地
下
鉄
の
無
料
乗
車

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
実
施

期
間
中
、
市
バ
ス
車
内
、
地
下
鉄
駅
構

内
等
に
無
料
乗
車
券
を
用
意
し
、
そ
の

場
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
利
便
性

を
向
上
致
し
ま
す
。
更
に
、
呉
服
店
や

デ
パ
ー
ト
と
連
携
し
、
き
も
の
の
着
崩

れ
を
無
料
で
直
し
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
も
新
た
に
実
施
す
る
な
ど
、
民
間
事

業
者
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
図
り
ま
す
。

ま
た
、
「
京
都
・
花
灯
路
」
事
業
と
の

連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
チ
ラ
シ
の

印
刷
部
数
を
３
万
３
千
部
か
ら
２
５
万

部
へ
と
大
幅
に
増
や
し
、
そ
の
配
付
先

に
つ
い
て
も
業
界
団
体
や
京
都
市
関
連

施
設
に
加
え
、
新
た
に
旅
館
・
ホ
テ
ル
・

デ
パ
ー
ト
な
ど
観
光
関
連
集
客
施
設
に

も
拡
大
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
よ
り
一
層
業

界
団
体
や
観
光
業
界
と
の
連
携
を
深
め
、

伝
統
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
全
力
で
推
進
し
ま
す
。

　

中
村
三
之
助
議
員
（
質
疑
）
国
に
国

歌
が
、
学
校
に
校
歌
が
、
そ
し
て
京
都

市
に
市
歌
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
り
、
歌

う
の
は
当
た
り
前
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
現
実
は
京
都
市
の
式
典
な
ど
で
、

市
歌
の
曲
が
流
れ
て
も
歌
わ
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
歌
え
な
い
の
は

知
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
歌
う

機
会
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
26
年
に
全
国
か
ら
２
５
１
１
点
も

の
公
募
に
よ
り
誕
生
し
た
由
緒
あ
る
京

都
市
歌
を
、
国
歌
や
校
歌
の
よ
う
に
宙

で
歌
え
る
所
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
せ

め
て
歌
詞
さ
え
見
れ
ば
歌
え
る
京
都
市

民
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

桝
本　

兼
市
長
（
答
弁
）
京
都
市
歌

の
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
世
界
の
京

都
や
美
し
い
自
然
、
悠
久
の
歴
史
、
そ

の
上
に
成
り
立
つ
「
ひ
か
り
の
都
」
を

表
現
し
て
お
り
ま
す
。
制
定
以
来
55
年

を
経
た
今
も
、
心
に
響
く
品
格
あ
る
歌

で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
に
京
都
市
歌
に

親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
は
、
京
都
の

素
晴
ら
し
さ
を
理
解
し
、
京
都
を
大
切

に
す
る
心
情
を
培
う
よ
す
が
と
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
更
に
、
式
典
等

で
の
活
用
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。ま
た
、

学
校
に
お
い
て
も
京
都
の
発
展
の
担
い

手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
、
音
楽
の
時

間
や
学
校
行
事
な
ど
で
、
発
達
段
階
に

応
じ
て
京
都
市
歌
に
親
し
み
、
歌
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
育
委
員
会
に
お

い
て
、
取
り
組
み
の
更
な
る
工
夫
を
進

め
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
対
し
て
、
気
軽
に
口
ず
さ

ん
で
い
た
だ
く
機
会
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

中
村
三
之
助
議
員
（
上
京
区
）

京
都
市
歌
の
活
用
を

「
伝
統
産
業
の
日
」事
業

（
２
面
か
ら
続
き
）

　

橋
村
芳
和
議
員
（
質
疑
）
現
在
、
平

成
20
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
新
伏
見

区
総
合
庁
舎
の
基
本
計
画
策
定
作
業
が

進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、多
く
の

意
見
が
反
映
さ
れ

て
素
晴
ら
し
い
総

合
庁
舎
が
で
き
ま

す
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。さ
て
、

そ
の
総
合
庁
舎
が
建
っ
た
後
で
あ
り
ま

す
。
現
在
の
伏
見
区
役
所
や
伏
見
中
央

図
書
館
は
、
残
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く

の
で
し
ょ
う
か
。
伏
見
区
に
集
う
方
々

の
交
流
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
有

効
活
用
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

伏
見
区
の
シ
ン
ボ
ル
、
区
民
の
誇
り
と

な
り
う
る
多
く
の
人
々
の
交
流
拠
点
施

設
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視
点

で
、
整
備
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
ご
所
見
を
お
伺
い
致
し
ま

す
。
ま
た
、
新
年
度
は
重
点
施
策
と
し

て
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

見
直
し
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
福
祉
事
務
所
や
保
健
所
の
跡
地

な
ど
が
地
域
の
活
性
化
に
ど
の
よ
う
に

貢
献
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
、
使
い
方

を
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。
現
時
点
で

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

w
木
寿
一
副
市
長
（
答
弁
）
新
庁
舎

の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
伏
見
の
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
い
う
観
点
が
重

要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
庁
舎
内
に
区
民
が

交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
ほ

か
、
隣
接
す
る
伏
見
中
央
図
書
館
と
の

一
体
性
も
考
慮
し
、
現
庁
舎
跡
地
も
含

め
て
、
様
々
な
人
々
が
集
い
、
交
流
し
、

新
た
な
ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
す
拠
点

と
な
る
よ
う
、
整
備
し
て
参
り
ま
す
。

更
に
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
見
直
し
を
進
め
、
一
層
の
商
業
の
振

興
を
図
り
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

し
て
参
り
ま
す
。
な
お
、
伏
見
保
健
所

等
の
跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
健

全
化
プ
ラ
ン
も
踏
ま
え
、
全
市
的
な
観

点
か
ら
、
そ
の
有
効
活
用
を
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

「
推
進
本
部
」を
設
置

伏
見
区
役
所
跡
地

環
境
共
生
型
都
市
め
ざ
す

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
決
意

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
決
意

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
決
意

代 表 質 疑 　2月
　市会

新総合庁舎完成後の跡地有効利用が望まれる現伏見区役所

伝
統
産
業
の
日
は
観
光
・
和
装
業
界
と

連
携
、
き
も
の
着
用
者
の
無
料
入
場
・

乗
車
な
ど
事
業
が
展
開
さ
れ
た

▲

　

活
発
に
元
気
い
っ
ぱ
い
活
動
す
る
自

民
党
議
員
団
の
様
子
を
報
告
す
る
こ
の

「
自
由
民
主
党　

京
都
市
会
議
員
団
ニ

ュ
ー
ス
」
を
ご
覧
に
な
っ
た
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
、
最
近
、
手
紙
や
電
話
で
、

激
励
や
ご
意
見
、
ご
感
想
、
ご
要
望
な

ど
が
相
つ
ぎ
届
い
て
い
ま
す
。
読
ま
れ

る
自
民
党
市
会
議
員
団
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
号
数
を
重
ね
、
親
し
ま
れ
浸
透
し
て

き
た
証
だ
と
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の

声
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ま
の
声
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
活
動

に
生
か
し
て
参
り
ま
す
。

親しまれる議員団ニュース
市民の皆さまの声続々

皆さまからの声が相つぐ「自民党京都市会議員団ニュース」

有
効
活
用
を
図
る
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北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
が

日
本
中
で
解
決
に
向
け
て
の
大
き
な
動

き
が
あ
る
中
、
京
都
市
会
に
お
い
て
、

去
る
２
月
18
日
に
自
由
民
主
党
京
都
市

会
議
員
団
を
中
心
に
し
た
与
党
会
派
の

46
人
の
賛
同
の
も
と
『
北
朝
鮮
に
拉
致

さ
れ
た
日
本
人
を
救
出
す
る
京
都
市
会

の
会
』
を
府
内
の
議
会
で
初
め
て
設
立

し
ま
し
た
。
自
民
党
市
議
団
か
ら
は
、

役
員
と
し
て
会
長
に
加
藤
盛
司
議
員
、

会
計
と
し
て
田
中
英
之
議
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
及
び
記
念
講
演
会
に
は
、

来
賓
と
し
て
家
族
会
の
横
田
滋
・
早
紀

江
ご
夫
妻
を
迎
え
、
28
年
間
の
つ
ら
い

思
い
や
北
朝
鮮
に
対
す
る
怒
り
を
直
接

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都

で
拉
致
の
疑
惑
が
あ
る
前
上
昌
輝
さ
ん

の
母
、
前
上
な
み
ゑ
さ
ん
に
も
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
京
都
市
会
の
会
を
立
ち
上
げ
た

こ
と
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
京
都
市
会

と
し
て
特
定
失
踪
者
の
救
出
、
横
田
め

ぐ
み
さ
ん
等
被
拉
致
日
本
人
を
救
出
す

る
京
都
会
の
支
援
、
そ
の
他
拉
致
被
害

者
の
早
期
帰
国
と
真
相
究
明
な
ど
を
目

的
と
し
、
京
都
市
会
の
中
で
の
議
会
活

動
や
国
へ
の
経
済
制
裁
を
求
め
る
こ
と

等
を
含
め
、
拉
致
事
件
の
解
決
に
向
け

て
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
あ

り
ま
す
。

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
自
由
民
主
党
京

都
市
会
議
員
団
の
「
朝
食
勉
強
会
」
は

３
月
７
日
に
開
き
ま
し
た
。

 

今
回
は
講
師
に
三
井
物
産
戦
略
研
究

所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

室
長
の
美
原
融
氏
を
招
き
、
「
自
治
体

経
営
〜
公
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ

Ｐ
Ｐ
）
と
地
域
政
策
〜
」
の
テ
ー
マ
で

約
２
時
間
、
関
心
深
い
話
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。
講
演
の
あ
と
質
疑
も
行
い
ま

し
た
。

　

自
民
党
府
議
会
議
員
と
京
都
市
か
ら

副
市
長
、
局
長
ら
も
出
席
、
「
今
後
の

地
方
自
治
に
つ
な
が
る
い
い
話
だ
っ
た

」と
の
感
想
で
し
た
。
特
に
公
民
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
﹇
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

）
﹈
の
考
え
方
と

多
様
な
在
り
方
の
話
が
参
考
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
経
営
に
生
か
し
て

い
け
る
も
の
と
、
さ
ら
に
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

P
u
b
l

i
c　

P
r
i
v
a
t
e　

P
a
r
t

n
e
r
s
h
i
p

自
治
体
経
営
テ
ー
マ

自
民
市
議
団「
朝
食
勉
強
会
」

自民党議員団は
頑張っています
自民党議員団は
頑張っています

椋
田
知
雄
（
南　

区
）

磯
辺
と
し
子
（
東
山
区
）

国
枝
克
一
郎
（
上
京
区
）

高
橋
泰
一
朗
（
伏
見
区
）

田
中
セ
ツ
子
（
南　

区
）

中
村
安
良
（
西
京
区
）

北
川　

明
（
西
京
区
）

青
木
ヨ
シ
オ
（
左
京
区
）

西
脇
尚
一
（
下
京
区
）

川
中
増
次
郎
（
山
科
区
）

井
上
与
一
郎
（
右
京
区
）

津
田
大
三
（
中
京
区
）

橋
村
芳
和
（
伏
見
区
）

富
き
く
お
（
山
科
区
）

小
林
正
明
（
北　

区
）

内
海
貴
夫
（
東
山
区
）

巻
野　

渡
（
左
京
区
）

繁　

隆
夫
（
伏
見
区
）

加
藤
盛
司
（
中
京
区
）

中
川
一
雄
（
伏
見
区
）

田
中
英
之
（
右
京
区
）

加
地　

浩
（
北　

区
）

中
村
三
之
助
（
上
京
区
）

（
写
真
後
列
右
か
ら
）

（
写
真
前
列
右
か
ら
）

市役所玄関に勢ぞろいの自民党京都市会議員23人

自
民
議
員
団
が
中
心
に

府内の議会で初

北
朝
鮮
拉
致「
救
出
す
る
京
都
市
会
の
会
」設
立

三
井
物
産
戦
略
研
の
美
原
氏
を
迎
え
て

自
民
市
議
団
の
朝
食
勉
強
会

横田さん夫妻も迎え、開かれた「北朝鮮に拉致された日本人を救出
する京都市会の会」の設立総会・講演会

きょうと青年政治大学校きょうと青年政治大学校

詳しくは自民党京都府連HPをご覧下さい→http://web.kyoto-inet.or.jp/org/jimin/
第7期5月開校・受講生募集中！第7期5月開校・受講生募集中！ 安倍晋三 自民党幹事長代理

鴻池祥肇 参議院議員

野田聖子 参議院議員 他

講師陣に　　


	17年度京都市予算
	市民の負担増将来見極めて
	一般会計歳入予算
	一般会計歳出予算の内訳と詳細
	議員報酬削減を継続
	2月市会代表質疑項目
	富きくお議員
	橋村芳和議員
	中村三之助議員
	親しまれる議員団ニュース
	北朝鮮拉致「救出する京都市会の会」設立
	自民市議団「朝食勉強会」
	自民党議員団は頑張っています

